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昨年 老朽イ勧堆 んでいた山小屋BHの屋根

が何とか張り替えられ 今年はいよいよぅ床を

張ることが使命となった。

春頃から,これに関する議し合いが 3回生の

間で始まり,計画としては 昨年に立てられて

いた案を3:き継ま 具軸 を立てていくこ

とになった。

ところで,昨動g略労 した資材撥入を,今

回は春に行ってみようかという―
た。春な

らダムの水位も高く,資材搬入ボー トがかなり

上流まで入れるから‐―であったが ボートを平

日しか貸してもらえないことが分かって,こ の

案は諦めなければならなかった。そして,やむ

なく, 9月 という水位の低い時期に行うことに

なった。

ところが 今年は異常な日照り続きで,ダム

の       下がり,ボー トが崚えるか

どうか心配となった。しかし, 9月 7日 に偵察

に行った隠 9月に入って雨が続いたこともあ

って,何とか出島付近まではポー トが入れそう

で,安心すること柚 来た。

9月 14日 にmpJlに注文してあった本材が届

き,翌日,こ の本材に防腐処理を施し,その他

の資材はその後ホームセンター翻mYA等で調達

した。

9月 19日 より小屋作業が始まり, 2日 目に

角間キャンパスからダムまでを学生課のトラッ

クで運び:その後ダム所有のポー トで出島まで,

さらにその先 BHまでは歩荷を行った。

実際の作業は3日 目の 9月 21日 より始めれ

土台としては強度に不安があったが モルタル

レンガ 2, 3個機 ,その上に角材を並べて

いき,その上にフ●アーボードを張っていった

作業は予想以上に進れ 22日の午後には床が張

り終わり,その後

“

日の午後まで, ドアの鏃

取り付けにあたった。 針画書

―

く雑 の課題>

今邑 初日と4日 目の午後に雨に降られたが

4日 目の時に,屋根の方から2ケ所雨漏りがあ

るのが見つかった。

原因は 屋根の一番上の梁汎 上からトタン

を被せてあるだけであったため,その梁から雨

が染み込んで,それが浦り落ちていたのである。

とりあえず応急処置として, ビニールシート

を星根上から被也 内部の方は 張ったばかり

の床に落ちないように,ビユールシァトを敷い

ておいた。来年の春には何とかしなければなら

ないだろう。

しかし,床を張ったことで宿泊可能となった。

来年度は 内部の壁がコンクリートむきだしな

ので,そこに板を張るくらいであろう。

<ベルクハイムの利用について>
ベルクハイムは宿泊可能になったが 今後ど

れだけ利用されるか疑間が残る。

今回の小憂作業にしても,部員全体の雰囲気

は  [やりたくない幾 行事だから仕方なしに

やる]という風に感じられた。また9春の新 ト

ンは高二郎であったが それについて,下級生

から反対の声があったのも事実である。それだ

け,BHに対して,思い入れを持っている部員

力ヽ なヽいということである。

昨年から修復を行っているが これに 土台

や梁などがまだしっかりしていたから出来たも

ので,何年か先に,昭和49年の改修工事のよう

な大規模な修復が必要となった臨 それが出来

るか疑間です。おそらく,とてもあれだけのこ

とは出来ないと思います。

したがって,なるべく利用してこまめに修理

し,少しでも長くもたせることが重要になると

思います。

よって,今後 BHについて話し合われ 活

発に利用する方法を考えていってはしいと思い

ます。

信十画書 設計図については一部のみ紹介)
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□ 夙 中 罐 謝 輪 斃 登 閣 ,085円

□支出

9/14 床用本材 (出村製材所)941000円

9/15 ドア用木材      5,糊 円

その他材料 (税込み) 21,478円

モルタルレンガ瞼個  4,翻円
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穐 凰な参照 .

780H

l,080円

1,280円

1,鶴円

1,醐円

2=340円

1,080円

980円

400円

480円

21076円

1,圏円

2,醐理,cぃ 亀

くオ爽しれ方材>
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o■ ■■欺 (鳳 k雄 え)鶴

交通費 (バス代,ガソリン綺

15;045円

その他      3謁 田円

計      142,961円
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